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ORCIDの概要	
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What is ORCID? 
 
•  ORCIDは　Open Researcher & Contributor ID　の
略称です。 

•  世界中の研究者に一意の識別子を与えることを
目的として、2009年から活動を始め、2010年8月
に国際的・学際的な非営利団体として正式に発
足しました。 

•  2012年10月よりサービスを開始、現在までに170万
人以上の研究者がすでにIDを取得しています。 
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ORCID is a registry 

•  ORCIDは無料でオープンなレジストリとして、研究者に付与
された識別子を公開しています。 

•  個人の研究者の登録は無料です。 

•  研究機関、研究助成団体、出版社などのメンバー機関により
支払われる年会費から活動資金を得ています。 

•  ORCIDメンバー機関は、APIを用いて様々なシステムとORCI
Dレジストリを連携させることができます。 

•  その他、国やコミュニティレベルでの様々なイニシアチブが
展開されています。 
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Our vision	


ORCID’s vision is a world where all who participate in 
research, scholarship, and innovation are uniquely 

identified and connected to their contributions across 
disciplines, borders, and time. 
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ü  An ORCID iD is your lifelong digital name, which you 
control and can use through your entire career.   

ü  It ensures that you, your contributions, and your 
affiliation information are connected, even if you 
change your name, affiliation, discipline, or country.  

Why do I need an ORCID? 
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•  ORCID iD  
（個人識別番号） 

•  名前の 
バリエーション 

•  各プロフィール 
システムや 
データベース 
とのリンク 

•  学歴・職歴 

•  個人業績 
•  出版業績 
•  研究費獲得 
•  コミュニティ
サービス 
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•  すべてのフィールドについ
て、公開・非公開を選択可 

•  ORCIDメンバー機関が 
提供する他システムを
ソースとして入力の手間 
を軽減するとともに、 
情報をオーソライズ 

•  マニュアル入力や代理入
力も可 

•  多言語対応 



Members build TRUST	

•  ORCIDメンバー機関は、電子認証プロセスを経て、研究者に関
する様々な情報をORCIDレジストリに追加できます。 
•  大学が研究者の所属を保証 
•  出版社が査読者のレビュー実績を認知 
•  研究助成機関が研究助成金取得実績を追加 
•  DOI付与機関が新しい論文が出るたびに著者の出版実績として自
動的に追加 

•  研究者自身によって追加された情報に加え、ORCIDメンバー機
関が追加する情報が蓄積、流通することにより、ORCIDレジスト
リは研究者の信頼実績を積み上げるための国際基盤として機
能します。 

•  　 
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ORCID mandates & recommendations	

•  すでに4カ国で、国レベルでのORCID導入が進んで
います。 
•  Finland: National recommendation 2015 
•  Australia: National recommendation 2015 
•  Sweden:  National recommendation 2013 
•  UK:  National recommendation 2013, pilot 2014, consortium 

2015 

•  それ以外の国々でも、研究助成機関によるORCID
義務化、大学コンソーシアムの立ち上げなどが急速
に進んでいます。 
•  Austria: Funder requirement 2016 
•  Denmark:   University launch 2014 
•  Spain: Launched 2 consortia in 2014 
•  Portugal:   Funder requirement 2013  
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Crossref（出版物）とDataCite（研究データ）は、DOI発行の際にORCIDがメ
タデータに含まれていれば、それを自動的にORCIDレジストリに登録します。 

Metadata auto-updates 

http://blog.orcid.org/blog/2015/10/26/auto-update-has-arrived-orcid-records-move-next-level 
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リポジトリ 

研究助成
団体 

大学・ 
研究機関 

学会 

その他の
ID 

システム 

出版社 

ORCID is a hub 

ISNI 
Researcher ID 
Scopus Author ID 
Internal identifiers 

FundRefID 
GrantID 

Faculty database 
Appraisal system 

Member  ID 
Abstract ID 

DOI 
URI 
Thesis ID DOI 

ISBN 

他の様々な識別子と
リンクすることにより、
ORCIDは研究者と、
様々な業績やアウト
プットを正しく結びつ
けます。 
 
•  機械可読性

(machine-
readable) 

•  相互運用性 
(interoperability) 
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Authentication? 
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Use an authenticated 
API to collect iD 
(username & password) 
to ensure the person 
and the iD belong 
together, the iD is 
correct (no typos), and 
that privacy is 
respected.  
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OAuth authentication	
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ORCID reduces reporting burdens!	


University Library

FundersFaculty Profiles Researcher

Publishers

研究者自身がORCID識別子を取得、 
ORCIDメンバー加入機関に許諾を与えることにより、 

各機関はORCIDレコードを読み書きできるようになります。 
入力負担の軽減と即時アップデート 
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ORCID is growing!	


2012 2013 2014 2015 

すでに220万人の研究者がORCID iDを取得しています。 
その6割以上が、ORCIDと連携する各システムを経由しての登録です。 
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ORCID is community-driven	


Funder 
5% 

Repository 
10% 

Association 
7% 

Publishing 
13% 

Research 
Org. 
65% 

Europe 
53% 

Middle East 
& Africa 

2% 

Asia 
8% 

Pacific Rim 
6% 

North 
America 

30% 

South 
America 

1% 

すでにORCIDメンバー加入機関は500を超え、 
ORCID iDの取得やリンクを促すシステムは250以上あります。 

 



•  Australia consortium 
(40+) 

•  China 3 
•  Hong Kong 7 
•  India 1 
•  Japan 4 
•  Korea 2 
•  Malaysia 1 
•  Sri Lanka 1 
•  New Zealand 3 
•  Taiwan 8 
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ORCID members in APAC	




ORCIDの活用事例	

出版、データベース、大学、助成機関の取り組み	
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ORCID auto-update	


Author�

•  Link own 
ORCID to 
author profile�

•  Add ORCID to 
co-authors too�

Publisher �

Embed authors’ 
ORCID in the 
metadata when 
the manuscript is 
accepted�

Crossref�

Check authors’ 
ORCID in the 
metadata when 

assigning DOIs to 
new publications�

ORCID �

Receive new 
publication info 
from Crossref 
and add to 
authors’ ORCID 
records�

Notified by email �
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•  研究者は新しい出版物に
ついてメールを受信 

•  自身のORCIDレコードに
それを追加する許諾を電
子的に発行 

•  以降の出版物については
自動的に追加 
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ORCID in submission process	


ORC IDとのリンクを促
すことにより、著者や査
読者の基本情報を自動的
に取得 
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ORCID in peer review process	


査読の実績をORC ID
レコードに反映 
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ORCID Single Sign-on	


ORCIDを使ったSingle sign-onにより、
ログインIDとパスワードを使い分けるこ
となく複数の出版社・ジャーナルウェブ
サイトへのログインが可能 



Other 
publishers 
requiring 
ORCID iDs in 
2016: PLOS, 
eLIFE, 
Science, 
Hindawi, IEEE, 
AGU… 

http://orcid.org/
content/requiring-
orcid-publication-
workflows-open-
letter 

ORCID publisher mandates	


Publishers starting to mandate ORCID 
in manuscript submission 
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ORCID @ Wellcome Trust	


Add your ORCID 
identifier during the grant 

application process 

Wellcome Trustは
助成金の申請シス
テム上でORCID iD
の入力を求めてい
ます。 



National recommendations 
 

•  Austria: Funder requirement 2016 
•  Italy: National consortium 2015 
•  Finland: National recommendation 2015 
•  Australia: National recommendation 2015 
•  Denmark:   University launch 2014 
•  Spain: Launched 2 consortia in 2014 
•  Portugal:   Funder requirement 2013  
•  Sweden:  National recommendation 2013 
•  UK:  National recommendation 2013, pilot 2014, 

consortium 2015 
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ORCID and Funders 
•  NIH have incorporated ORCID into 

SciENcv, and NSF into FastLane. 
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http://orcid.org/blog/2015/12/04/research-funders-and-orcid-new-members-mandates-and-platforms 
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ORCID @ databases	


ORCIDからの月次データに
より、Web of Scienceの
論文データに著者のIDを遡
及的に反映 
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ORCID @ institutions	


研究者総覧や機関リポジトリを
ORCIDと連携させて、研究
者情報とその業績をグローバ
ルに発信 

提供：物質材料研究機構	
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ORCID @ repositories	




日本での導入に向けて	

KAKENデータベースのワークフローはどう変わるか？	
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日本でのORCID活動状況	

•  ORCIDボードメンバー1名、ORCIDアンバサダー2名、アウトリ
ーチ委員会メンバー1名 

•  JST、NIIに加えて2企業が2013年よりORCIDメンバーシップを取得 
 
•  2014年11月にORCIDアウトリーチミーティングを開催（@NII、約

100名来場） 

•  2015年7月にフルタイムスタッフが着任 

•  2015年9月にNIMSが新ORCIDメンバーとして加入、その他、
大学・研究機関より個別問い合わせあり（2016年6月現在10件） 

•  学協会や研究室などから個別問い合わせ、勉強会の実施など 

•  2016年6月にワークショップ開催を予定（21日東京、22日福岡） 
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日本でのORCID実装状況	

•  研究者リゾルバー：研究者がORCIDよりiDを取得後、マニュア
ル操作により自身のプロフィールにリンク付け（電子認証なし） 

•  Researchmap:著者プロフィールにORCID iDのマニュアル入力、
およびORCIDから書誌事項のマニュアルダウンロードが可能（
電子認証なし） 

•  J-Stage：2015年末より著者のORCID iD表示を可能とする（出版
社により別途ORCID iDの取り込み、メタデータへの入力が必要） 

•  JaLC：ORCIDへの自動DOI反映について、現在のところ未定 
 
•  Ninja：NIMSの研究者プロフィールシステムおよび機関リポジトリ
インターフェースとして電子認証を介したパイロット実装完了済み
（2016年度に本格稼働予定） 
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FAQs in Japan	

•  ORCIDを使って何ができるのか、どういうメリットがあるのか知
りたい。 

•  他の国でのORCID導入状況を教えて欲しい。 

•  ResearcherID、ResearchGate、KUDOS、その他のプロフィール
システムとはどう違うのか。 

•  Researchmap、eRad、KAKEN、J-Stageなど国内システムとの連
携はどうなっているのか。 

•  メンバー会費を検討するために、まず見積書が欲しい。また、円
払いできる代理店を紹介して欲しい。 

•  内部説明のため、日本語で書かれた資料を提供して欲しい。上
層部に説明できる人がいないので、説明に来て欲しい。 
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機関 
リポジトリ 

 
 
 
 
 
�
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現状：研究者による情報入力	


KAKEN 
 
 
 
 
 
 
�

研究者

大学・研究機関 出版社

科研費申請

助成金授与

投稿

報告

成果報告

アップデート



機関 
リポジトリ 

 
 
 
 
 
�
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ORCIDによる情報の自動アップデート	


KAKEN 
 
 
 
 
 
 
�

研究者

大学・研究機関
出版社

科研費申請

助成金授与

科研費情報をORCID登録

投稿

出版情報を
ORCID登録

出版情報を
受信

アップデート

科研費情報、出版情報を受信



Discussion points	

•  世界的にORCIDの有用性が認知され、国レベルでの導入が進
む中、日本での対応が遅れている。 
•  日本人研究者のORCID識別子取得 
•  日本におけるORCIDメンバー機関 
•  日本の学術情報のORCIDレジストリ反映 

•  国レベルで運用されるシステムには電子認証をともなったORCI
D実装が進んでおらず、ORCID本来のメリットである自動化によ
るマニュアル入力負担の緩和が進んでいない。 

•  大学図書館コミュニティを中心に国内の認知は進んでいるが、
英語で公開されている情報を積極的に取り込む土壌に欠け、基
本的な理解が進んでいない。 

•  NIMSの電子認証をともなった本格実装、および一部の先進的
な大学・学協会による個別対応は、ORCIDと各機関の双方に
人的負担、コスト負担を強いている。　 
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参考資料	
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HORIZON 2020	


Where possible, it is also recommended that 
contributors be uniquely identifiable, and data 
uniquely attributable, through identifiers which 
are persistent, non-proprietary, open and 
interoperable (e.g. through leveraging existing 
sustainable initiatives such as ORCID for 
contributor identifiers and DataCite for data 
identifiers).	


“	
 ”	


Guidelines on Open Access to Scientific Publications and Research Data in 
Horizon 2020 Version 1.0 11 December 2013  
http://ec.europa.eu/research/participants/data/ref/h2020/grants_manual/hi/
oa_pilot/h2020- hi-oa-pilot-guide_en.pdf	




THOR	


•  THOR：Horizon 2020施策の中に位置付けられ、10機関が参加し
て30ヶ月に渡り施行される国際プロジェクト 

•  様々な学術プラットフォーム上で、研究論文やデータとその作成
者を、デジタル識別子を用いてシームレスに結びつけることを
目的とする。 

•  プロジェクト資金はECにより助成され、ここにはフルタイムの
THOR専属ORCIDスタッフの雇用が含まれる。 
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Technical and Human infrastructure for Open Research 

http://project-thor.eu/	
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A future information landscape	


… a researcher only has to enter minimal information 
about funding source (funder and reference) and their 
ORCID at the submission stage. The publisher then 
registers a digital object identifier (DOI) at or soon after 
acceptance which follows through to the publication with 
all the machine readable licensing information. The details 
of the article then appear in the researchers ORCID profile 
(via CrossRef). At this stage the information can be 
populated in a number places such as both university 
systems.... This reduces the need for duplicate entry of 
information at any stage and to reduce the administrative 
burden that institutions currently face.  

“	
 ”	


Overview of Systems Interoperability Project: Report to the RCUK Research 
Funding Programme Board 17 June 2015  
http://www.rcuk.ac.uk/RCUK-prod/assets/documents/publications/osipreport.pdf	




Cost merits	

•  E1687 - ORCID導入のコストと利点とは？英国の試行プロジェクト	

http://current.ndl.go.jp/e1687 
 

•  ORCIDとは，世界中の研究者に一意な識別子を与えることを目
指す試みであり，ORCID識別子を導入することで，著者等の名
前の曖昧性を解決するだけでなく，研究プロファイルのメンテナ
ンス，助成金申請，論文投稿，論文など，研究者と研究を関連
づけることもできる。レポートは，主なステークホルダーの視点，
8機関におけるプロジェクトの実施概要とその結果，ORCID導
入のコストと利点の分析という3章から構成されている。 

•  ORCID導入は，全体として各機関やコンソーシアムのメンバー
にとっては比較的少ない費用で済み，潜在的な利点は実際に
かかる費用を超えるものと見込まれている。また，英国における
コンソーシアム形成は，機関ごとのORCID導入コストを下げる
ので，積極的に推進すべきであるとされている。	
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Institutional ORCID Implementation and CostBenefit Analysis Report. May 2015 
http://repository.jisc.ac.uk/6025/2/Jisc-ARMA-ORCID_final_report.pdf	



